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　4月の統一地方選挙後、本格的に大分県政に対して論
戦する議会が、7月5日から31日までの27日間開催されま
した。17日には、別府市選出の猿渡（えんど）久子県議が、
初めての一般質問に立ちました。別府市選出の議員が質
問するのは、実に12年ぶりのことです。えんど久子県議は、
選挙期間中訴えてきた公約の実現めざして質問しました。  
　また5期目を迎えたつつみ栄三県議は、予算特別委員
会などで県民から寄せられた切実な声を届け、実現を強
く求めました。

日本共産党大分県議団

「市民アンケートで国保税引き下げの要望が一番多い」
と えんど久子県議。

2019.7.17.　大分県議会　一般質問

　

え
ん
ど
久
子
県
議
は
「
昼

も
夜
も
働
い
た
が
、
更
に
国

保
税
が
高
く
な
り
、
食
べ
る

物
も
辛
抱
し
て
い
る
」
と
い

う
高
齢
女
性
の
声
や
、
子
ど

も
が
一
人
増
え
る
と
均
等
割

国
保
税　

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
く

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

高
す
ぎ
て
暮
ら
し
を
圧
迫

え
ん
ど
久
子
県
議
（
別
府
市
選
出
）

県
議
会
で
初
め
て
の
一
般
質
問

　

広
瀬
知
事
は
「
毎
年
、
国

に
国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
な

ど
を
要
望
し
て
い
る
。
年
約

３
４
０
０
億
円
の
追
加
支
援

の
継
続
と
さ
ら
な
る
拡
充
、

子
ど
も
の
均
等
割
の
軽
減
を

引
き
続
き
求
め
て
い
く
。
過

度
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
べ
き
と
考
え
る
」
と
答

弁
。

　

え
ん
ど
久
子
県
議
は
「
す

で
に
過
度
な
負
担
に
な
っ
て

い
る
。
岩
手
県
宮
古
市
は
18

歳
以
下
の
均
等
割
り
を
免

除
。
日
田
市
は
中
３
ま
で
の

均
等
割
を
２
分
の
１
に
軽
減

し
て
い
る
。
子
ど
も
の
均
等

割
を
な
く
す
べ
き
。
せ
め
て

軽
減
を
」
と
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
大
分
県
独
自
に

中
３
ま
で
の
均
等
割
を
廃
止

し
た
場
合
の
試
算
は
？
」
と

再
質
問
。
約
６
億
円
と
の
試

算
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
力
を
あ
わ
せ

て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

今
後
と
も
国
に
求
め
る
と
知
事

　
「
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
係
す

る
法
律
が
改
悪
と
な
っ
た

が
、一
人
で
は
子
ど
も
た
ち
を

守
れ
な
い
。
複
数
配
置
が
必

要
だ
」
と
え
ん
ど
久
子
県
議
。

　

福
祉
保
健
部
長
は
「
複
数

の
配
置
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。
小
規
模
ク
ラ
ブ
で

も
二
人
配
置
し
や
す
い
よ
う

今
年
度
か
ら
加
算
配
置
を
講

じ
た
。
今
回
の
法
改
正
に
よ

り
、
質
の
低
下
を
招
か
な
い

よ
う
市
町
村
に
助
言
し
て
い

き
た
い
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　

先
生
ひ
と
り
で
は
無
理

の
３
万
４
２
０
０
円
が
上
乗

せ
さ
れ
る
事
例
を
紹
介
。「
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
社
会

保
障
が
、
逆
に
暮
ら
し
を
脅

か
し
て
い
る
」
と
指
摘
。

　

「
国
保
税
引
き
下
げ
の
た

め
、
公
費
１
兆
円
の
増
額
や

平
等
割
・
均
等
割
の
廃
止
を

国
に
求
め
よ
。
均
等
割
は
子

育
て
支
援
に
逆
行
し
て
い
る

県
独
自
で
均
等
割
を
廃
止

し
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
を

軽
く
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し

た
。
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▶えんど久子県議予算特別委員会で質問

・県営住宅の空き部屋に入居をすすめよ
・由布岳のトイレのごみ問題解決を
・道路や県施設は障がい者の声を活かして
・県立学校のトイレをさらに洋式化を
・特別支援教育の充実を　など

議
会
活
性
化
で

申
し
入
れ

　

２
人
に
な
っ
た
日
本
共
産

党
県
議
団
で
す
が
、
一
般
質

問
は
４
年
間
で
９
回
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
一
般

質
問
し
た
会
派
は
、
議
案
質

疑
が
で
き
な
い
と
い
う
規
定

が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
２
日
、
日
本
共
産
党

県
委
員
会
は
発
言
の
機
会
を

増
や
す
こ
と
な
ど
５
項
目
の

議
会
改
革
を
求
め
、
麻
生
栄

作
議
長
に
申
し
入
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
政
策
検
討
協
議

会
で
協
議
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

大
分
県
の
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
が
低
い
た
め
、全
て

の
市
町
村
が
上
乗
せ
で
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

来
年
10
月
か
ら
、
別
府
市

と
大
分
市
は
、市
民
税
非
課
税

世
帯
の
小
中
学
生
の
通
院
医

療
費
無
料
化
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
で
県
下
全
市
町

村
で
中
学
校
卒
業
ま
で
の
通

院
医
療
費
の
助
成
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

全
市
町
村
で
中
３
ま
で
通
院
助
成
を
予
定

　

答
弁
は
、「
待
機
児
童
解
消

や
保
育
料
減
免
な
ど
総
合
的

な
子
育
て
環
境
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
共
に
、国
に

働
き
か
け
て
い
く
」
と
い
う

も
の
で
、要
す
る
に
「
県
独
自

で
は
や
る
気
な
し
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

試
算
で
は
「
通
院
を
中
３

ま
で
広
げ
た
場
合
は
約
11
億

円
、小
６
ま
で
の
場
合
は
約
８

億
円
の
増
」
と
な
り
ま
す
。

　

え
ん
ど
久
子
県
議
は
「
市

町
村
は
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
努

力
し
て
い
る
。
子
育
て
満
足

度
日
本
一
を
め
ざ
す
大
分
県
と

大
分
県
知
事
は
「
や
る
気
な
し
？
」

　
「
所
得
制
限
が
あ
る
た
め
、

別
府
市
は
小
中
学
生
の
５
％

の
約
４
０
０
人
、
大
分
市
は

８
％
の
３
３
０
０
人
し
か
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
、

豊
後
高
田
市
な
ど
で
は
高
校

生
ま
で
の
入
通
院
医
療
費
は

ど
の
子
も
完
全
無
料
。
同
じ

大
分
県
内
で
市
町
村
間
の
格

差
が
大
き
す
ぎ
る
」
と
、
え

ん
ど
久
子
県
議
は
主
張
。

　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
入
通

院
医
療
費
無
料
化
を
大
分
県

と
し
て
実
施
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

県
内
の
格
差
が
大
き
す
ぎ
る

　

え
ん
ど
久
子
県
議
は
「
文

科
省
の
調
査
で
、
小
学
校
月

１
０
５
時
間
、中
学
校
１
２
７

時
間
の
残
業
時
間
で
あ
り
過

労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
て
い
る
。

30
人
学
級
の
拡
大
で
行
き
届

い
た
教
育
を
」
と
グ
ラ
フ
を

示
し
つ
つ
求
め
ま
し
た
。

　
「
教
員
の
過
去
５
年
の
自

死
は
５
人
。
今
年
度
の
欠
員

は
小
中
学
校
37
人
。
新
採
用

や
再
任
用
で
正
規
教
員
割
合

を
引
き
上
げ
た
い
。
30
人
学

級
の
拡
大
は
国
に
要
請
し
て

い
く
」
と
、教
育
長
が
答
弁
。

　
「
熱
心
な
教
員
が
病
気
に

な
っ
た
り
、亡
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
は
、
県
政
と
県
民
に

と
っ
て
損
失
だ
」
と
、え
ん
ど

久
子
県
議
は
重
ね
て
知
事
に

も
増
員
を
求
め
ま
し
た
。

30
人
学
級
拡
大
で
元
気
な
学
校
を

　

え
ん
ど
久
子
県
議
は
、
県

職
員
の
定
数
削
減
の
影
響
等

で
26
歳
の
県
職
員
が
過
労
自

死
し
た
問
題
を
取
り
上
げ
、

定
数
を
増
や
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
質
し
ま
し
た
。「
過

去
５
年
間
の
県
職
員
の
現
職

死
亡
は
22
人
（
自
死
７
人
）。

業
務
効
率
化
を
徹
底
し
、
実

態
に
応
じ
た
定
数
配
分
に
努

め
る
」
と
部
長
は
答
弁
し
ま

し
た
。

県
職
員
の
現
職
死
亡
５
年
で
22
人

子
ど
も
の
医
療
費
は
中
３
ま
で
無
料
に
!!

教
員
や
県
職
員
を
増
や
し
働
き
方
改
革
を

▶大分県議会HP→インターネット中継で本会議の録画を見ることができます。ぜひご覧ください。

し
て
ぜ
ひ
実
施
を
」
と
、
他
県

の
予
算
全
体
に
占
め
る
子
ど

も
医
療
費
の
事
業
費
割
合
も

示
し
て
拡
充
を
迫
り
ま
し
た
。
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「
非
常
勤
及
び
臨
時
職
員

の
給
与
面
な
ど
の
待
遇
改
善

は
当
然
必
要
な
こ
と
」
で
あ

り
ま
す
が
、
今
回
の
条
例
改

正
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
の
創
設
で
、「
非
常

勤
の
職
を
人
員
の
調
整
弁
と

し
て
利
用
す
る
」
こ
と
や
、

「
無
期
限
任
用
の
原
則
を
掘

り
崩
す
」
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。「
非
正
規
職
員
の

拡
大
で
は
な
く
、
正
規
職
員

の
拡
充
こ
そ
行
う
べ
き
で
あ

る
」
と
求
め
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
県
庁
で
働
く
職
員
の

待
遇
改
善
と
非
正
規
化
の
転

換
を
さ
せ
な
い
よ
う
頑
張
り

ま
す
。
今
回
提
案
さ
れ
た
条

例
改
正
に
も
反
対
を
し
ま
し

た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
創
設
に
よ
る

正
規
職
員
の
削
減
を
許
さ
な
い

つ
つ
み
栄
三
県
議
（
大
分
市
選
出
）

県
議
会
予
算
特
別
委
員
会
な
ど
で
、

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
を

紹
介
し
な
が
ら
質
問
な
ど
行
い
ま
し
た
。

　

大
分
市
内
で
は
、高
城
駅
・

大
在
駅
・
佐
伯
駅
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
、
別
府
大
学

駅
は
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
を
計

画
し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
九
州

は
無
人
化
計
画
を
撤
回
し
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県

と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て
質

問
し
、「
無
人
化
に
つ
い
て

は
敷
戸
駅
・
大
分
大
学
前
駅

以
外
に
つ
い
て
は
具
体
的
な

話
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
ス

マ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
導
入
に
あ
た
っ
て

は
。
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
九
州
に

丁
寧
な
対
応
を
求
め
て
行

鉄
道
駅
の
無
人
化
と
日
田
彦
山
線
の
存
続
・

東
九
州
新
幹
線
等
に
つ
い
て

　

県
下
の
県
営
住
宅
で
は
、

近
年
ハ
ト
の
糞
被
害
が
住
民

を
悩
ま
せ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
対
策
を
と
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。「
ハ
ト
除
け
を
設

置
す
る
場
合
は
自
己
負
担
と

な
る
。
取
扱
業
者
な
ど
の
紹

介
は
し
て
い
る
。
空
き
住
戸

に
つ
い
て
は
、
迷
惑
防
止
の

観
点
か
ら
公
社
が
設
置
し
て

い
る
場
合
が
あ
る
」
な
ど
と

答
弁
し
ま
し
た
。「
入
居
者

の
中
に
は
、
そ
の
負
担
す
ら

払
え
な
い
高
齢
者
も
い
る
。

料
金
の
補
助
制
度
を
作
る
べ

き
で
は
な
い
か
」
と
改
善
を

求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
的
な
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ
い

て
は
、
秋
田
県
や
ほ
か
の
自

治
体
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

な
が
ら
、
県
と
し
て
中
小
企

業
振
興
条
例
を
活
か
す
た
め

に
も
制
度
創
設
を
と
求
め
ま

し
た
が
、「
県
と
し
て
一
般

的
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
は
考
え
て
い
な
い
」
と

こ
れ
ま
で
の
答
弁
を
繰
り
返

す
だ
け
で
し
た
。

公
営
住
宅
の
ハ
ト
被
害
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
田
彦
山
線
の
復

旧
に
つ
い
て
は
、「
日
田
市

で
の
報
告
会
に
は
多
数
の
住

民
が
参
加
を
し
、
鉄
道
で
の

復
旧
の
声
が
多
数
あ
る
」。

「
一
日
も
早
い
復
旧
を
福
岡

県
や
沿
線
自
治
体
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
九
州
新
幹
線
に

つ
い
て
は
、「
実
現
に
向
け

た
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い

く
」。
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
構

想
に
つ
い
て
も
、「
県
と
し

て
夢
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
掲
げ
た
火
を
消
す
こ

と
な
く
、
引
き
続
き
豊
予
海

峡
間
の
交
流
促
進
を
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
答
弁
し
、
大

型
開
発
の
推
進
姿
勢
が
明
ら

か
と
な
り

ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
別
府
の
組
合

事
務
所
等
へ
の
隠
し
カ
メ
ラ

問
題
に
つ
い
て
は
ま
だ
記
憶

に
新
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

大
分
県
警
は
毎
年
の
よ
う
に

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
リ
ー
ス
等

を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
35
台
分
約
３
４
８
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
使
い
道
に
つ
い
て
問
う

た
と
こ
ろ
、「
使
用
方
法
に

つ
い
て
の
回
答
は
控
え
る
」

い
う
の
み
で
具
体
的
な
使
用

方
法
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
隠
ぺ
い
体
質
が
こ
の
よ

う
な
事
件
を
発
生
さ
せ
る
元

凶
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
層

の
監
視
活
動
等
が
必
要
と
感

じ
ま
し
た
。

大
分
県
警
今
年
も

ビ
デ
オ
カ
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議　案 日本共産党 自由民主党 県民クラブ 公明党 自由民主党
（党籍なし）

おおいた
維新の会 採決

令和元年度大分県一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
職員の休日休暇及び勤務時間等に関する条例等の一部改正について × ○ ○ ○ ○ ○ ○
大分県使用料及び手数料条例の一部改正について × ○ ○ ○ ○ ○ ○
大分県立学校職員及び大分県市町村立学校県費負担教職員定数条例の一部改正について × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案等の採決状況

※1　今回の補正予算は企業立地促進事業など問題のある事業もありますが、災害パッケージ事業など災害時に迅速に対応するた
めの予算や、老朽化した県営住宅の応急補修などの県営住宅ストック活用推進事業、中小企業向け金融対策予算や障がい者
の親亡き後の支援体制構築のための予算措置など、県民生活や中小企業にとって必要な予算措置もあるので賛成。

※2　今回の条例改正は、働き方改革一括法等によるものです。中でも時間外勤務を命ずることができる時間数の上限として、月
100時間未満、１年720時間以内というもので、２～６カ月平均で月80時間という過労死ラインの残業を条例上容認して
いるので反対。

※3　この議案は、今年10月からの消費税増税による値上げのためですが、県として消費税の申告を行なわないにもかかわらず手
数料等の値上げをする議案でもあり、増税を前提としている使用料等の改定であるので反対。

※4　今年もまた学校の先生の定数を削減する条例が議会に提案されました。教育現場は長時間勤務やいじめ・不登校問題など、
多岐にわたり課題が山積しています。先生たちの定数を減らすのではなく、定数を増やして教育環境の充実こそ必要と今回
の条例改正には反対しました。

<<< 今回は、議案25本中、反対16本に対する討論をおこないました。 >>>

※1

※2

※3
※4

7/17 県議会控室にて 8/4  臼杵市野津町のメガソーラー建
設予定地へ視察に行き、地区の 
区長さんからも話を聞きました

8/6  全日本教職員組合の皆さんと、新日本婦人の会な
どたくさんの団体の方々と大分県教育委員会や 
卒業後の労働問題など多彩な内容で協議しました

6/27  大分県防災航空隊（豊後大野市）
にて防災消防ヘリ「とよかぜ」
と隊員と

６
／
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6/5  土木建築委員会視察で佐伯市か
ら津久見市、臼杵市の災害復旧
事業など視察しました

6/26  佐伯市にて里親会のみなさんと
懇談

5/1  メーデー

活 動 報 告

堤　栄三：Facebook　  猿渡久子：Facebook・ブログ　　　　

　毎年のように教員の定数削減が提案され、今回も「県立学校
職員定数が16人減、市町村立学校県費負担教職員定数が31人
減」となる案が提案されました。教員はこの５年間で、県立学
校で139人、小中学校で346人の減となります。教員の病気休
職者数も、2010年度から2019年５月までで、延べ940人にの
ぼりうち精神疾患は延べ603人で、全体の64％を占めていま
す。これは多忙化や長時間勤務などが大きく影響しているもの
と考えられます。これまで痛ましい過労死も起きています。

　「学校現場において、教職員はこのような大変厳しい状況下
でも保護者や子どもの声に真摯に向き合い、様々な創意工夫で
わかりやすい授業や不登校・いじめ対策などに取り組んでいま
す。県教委に対して、定数削減ではなく、教育環境の整備や少人
数学級の拡大、無理な統廃合の中止、及び正規教職員の増員と待
遇改善を行うべき」。と削減に反対しました。
　しかし下記の議案の採決状況にみられるように、共産党以外
はオール賛成という態度でありました。

教職員定数の削減ではなく拡大を


